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(Abstract) 

Holocene chiton fossils are collected from three localities of Numa, Boso Peninsula. The 

specimens are divided into eight species of seven genera in five families. Three assemblages 

are recognized as follows ; 

1. Ischnochiton ( s. s. ) comptus- Acanthochitona achates assemblage 

2. Acanthochitona rubrolineatus-Lepidozona coreanica assemblage 

3. Liolophura japonica-Acanthochitona achates assemblage 

They are similar to living chiton assemblages distributed in coast of central Honshu in 

their composition. 
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深甚の謝意を表する．

2. 産出地点・層準

現在までにヒザラガイ化石が検出された地点は，香谷．

布沼 • 岡沼の 3 地点（第 1 図） で ， 既に多くの研究者に

よる，詳細な層序 ・年代 ・化石に関する報告がある．以

下に，各産地における産出層準の詳細を記す．地層区分

は松島（1979)に従って記した（「 」中に記す）．

゜
6km\、--~—←-4 1． 香谷 Ko-yatsu:館山市香谷，香“部落”最南端の

第1図産地図
人家南方 300m.松島 (1979)のfig.4, Loe. 1に同じ．

Fig. 1. Locality map. 「下部泥層」 10-40cmの上に， 「サソゴ層」約 lmが

重なる．ヒザラガイ化石は「下部泥層」 最下部から検出された． 「サンゴ層」下位の 「下部泥

層」の砂泥はごく簿く，松島 （1979)の7860士llOy.B.P.の値を示すCrassostreagigasの産

出層準に近いものと考えられる．

2. 布沼 Fu-numa:館山市布沼，州ノ宮川河口より800m上流．YONEKURA(1975)の

Table 2, Loe. 34 (Heisaura平砂浦）に同じ．「下部泥層相当層」の礫まじり砂泥 lmの上へ

不挫合に 「平砂祁礫層」約 lmが重なる． ヒザラガイ化石は 「下部泥層相当層」から検出され

た．YONEKURA(1975)の，7350士180y.B.P．を示す木材化石産出層準にほぽ等しい層準であ

ろう．

3. 岡沼 Oka-numa:館山市岡沼，貯水池北方 400m.層厚lm弱の「中部サンゴ層」．l:'..

ザラガイ化石は，その中部より検出された．同地点に最も近い既報の 14c測定資料産出地点と

して，400m西方に星野（1967)の“岡沼南方，貯水池東側の農道わきの土手”がある．これ

は星野 （1962MS, 1967)によって，沼層が始めて完新世堆積物と考えられる証拠となった著

名な年代測定資料（6160士120y.B.P.)の産出地点である．ヒザラガイ産出層準はこれにごく

近いものと考えられる．

3, ヒザラガイ化石群集

これまでに得られた

資料は少く ，なお多数

の産地について作業を

続行中であるが，現在

までの知見からも明瞭

に下記のヒザラガイ化

石群集が認められる．

第1表 種名 表 Table1. Fauna! list. 

1． ウス ヒザラガイ

ーコ ケハダビザラガ

イ群集 Jschnochiton

co in p tus -Ac ant ho-
chitona achates as-

種 名

Lepidopleurus (s. s.) hakodatensis TmELE 

Ischnochiton (s. s.) co切ptus(GouLD) 

Lepidozona coreanica (REEVE) 

Mopalia retifera THIELE 

Rhyssoplax kurodai (Is. et Iw. TAKr) 

Liolophura japonica (L1sCHKE) 

Acanthochitona achates (GouLD) 

Acanthochitona rubrolineatus (L1sCHKE) 

total 

sembledge.香谷，「下部泥層」． 7500y.B.P.士．

下部泥層

香谷 1布沼

26 3 

4 8 

4 

3 ， 
16 

I 
46 

I 
27 

中サンゴ部層

岡沼

2 

1 

3 

3 

65 

8 

I 
82 
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2. ヒメケハダヒザラガイーヤスリヒザラガイ群集 Acanthochitona rubrolineatus-

Lepidozona coreanica assemblage:布沼，「下部泥層相当層」． 7500y.B.P.士．

3. ヒザラガイーコケハダヒザラガイ群集 Liolophurajaponica-Acanthochitona achates 
assemblage :岡沼，「中部サンゴ層」． 6000y.B.P.士．

3群集の組成は， ともに本州中部沿岸の代表的現生および遺骸ヒザラガイ群集にほぽ等し

ぃ． 1は砂礫底棲種が優勢で岩礁棲種を含み，2, 3は逆の組成比よりなる．2と3は1に比

しより外洋性の環境を示し， 2は1より 同時面での外洋性環境を，1から3の変化は同地域の

海進を物語るものであろう．松島 （1979)が岩相 ・軟体動物化石群集の解析から論じた通りで
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第2図 現生ビザラガイ分布（糸魚川ほか，1978,追加改変） Fig. 2. Distribution of living Poly-

placophora in seas around Japanese Islands (after !TOJGAWA et al., 1978, revised). 

l. Cryptochiton stelleri, 2. Tonicella lineata, 3. Placiphorella stimpsoni, 4. Lepidopleurus 

(s. s.) hakodatensis, 5. Lepidozona albrechti, 6. Ischnochiton (Ischnoradsia) hakodatensis, 

7. Acanthochitona rubrol ineatus, 8. Acanthochitona achates, 9. Placiphorella japonica, 

10. Liolophura japonica, 11. Rhyssoplax kurodai, 12. Acanthochitona dephillipi, 13. Ischnochiton 

(s. s.) comptus, 14. Lepidozona coreanica, 15. Liolophura loochooana, 16. 冬季の海面水温

surface sea water temperature in winter 



層

下

総

層

群

完新匪沼層産1::'.ザラガイ化石

第 2表 日本の更新世1::'.ザラガイ化石群集 （糸魚川ほか， 1978,改変）

Table 2. Fossil Polyplacophora Assemblages from Pleistocene formations in 

Japan (after horGAWA et al., 1978, revised). 

準 群 集

Horizon Assemblage 

木下層 下 Lepidozona albrechti-Afossochiton sp. A. 

部 ニゾヤスリヒザラガイーアフォ ソチ トン類群集

Jschnochiton (s. s.) comptus-Lepidozona coreanica A. 

上部 ウスl::'.ザラガイーヤスリヒザラガイ群集
清）II層

I 
Ischnochiton (s. s.) comptus A. 

中部 ウスヒザラガイ群集

Lepidopleurus (s. s.) hakodotensis-Ischnochiton (s. s.) comptus A. 

上部 キタサメハダヒザラガイーウスヒザラガイ群集
薮 層

Lepidozona albrechti-Lepidopleurus (Deshaysiella ?) sp. A. 

中部 工ゾヤスリヒザラガイーフカヅメヒザラガイ類群集

Lepidozona coreanica-Lepidozona albrechti A. 

中部 ャスリヒザラガイーエゾヤスリヒザラガイ群集
地蔵堂廣

Lepidopleurus (Deshaysiella ?) sp.-Lepidozona albrechti A. 

下部 フカヅメヒザラガイ類ーエゾヤスリヒザラガイ群集

相模 宮
層群

田
層 Lepidozona albrechti-Placiphorella stimpsoni A. 

ニゾヤス リヒザラガイーニゾパバガセ群集

上層総群 坂 畑
I Rhyssoplax tectiformis-Placiphorella japonica A. 

層 i ムツクサズリガイーババガセ群集

95 

組成を比較することは，過去40万年におけるヒザラガイの分布の消長を，その北方偏移のみを

抽出してみていることとなるであろう ．

沼層産ヒザラガイ のうち， L. japonica, A. rubrolineatus, R. kurodai 3種は下総層群だ

けでなく ，房総 ・三浦両半島の更新統のヒザラガイ6500殻板中にこれまで見当らなかった．一

方， I.comptus, L. coreanica 2種は，最下部一下部更新世上総層群 （坂畑層 ・台貝層），下総

層群の各層準から普通に見られる．これは底質 ・内湾度の差によ るだけでなく ，むしろ，前者

のよ うな外洋性種の本州定着の時期がごく新らしかった可能性も大きい （糸魚川ほか，1976).

日本産軟体動物の現生分布の形成についての議論として，“大陸沿岸系種（宮地 ・黒田 ・波

部， 1953)” がある． 西南日本内湾産貝類が ‘‘有史’'以降分布圏を狭めてきた．その時期は列

島の島し ょ化の頃で，これらは暖流系 ・寒流系種群とは別の起原のものとする．これに対し，

基本的に南の海のstockからより古い時代に移住したものが，形を変えて現生まで生き残って

いるもの（鎮西，1977) という反論もある．松島 ・大島（1974)は日本各地の完新世軟体動物

群集を識別し，“大陸沿岸系種’'は8000y.B.P．以後と， 6000y.B.P．以後の二期に本州で分布圏

を拡大したとする．L.japonica, A. rubrolineatus, R. kurodaiについても，同様に列島の島

しょ化の頃，その分布圏を急激に拡大した可能性がある．また，これらの種および “大陸沿岸

系種”の最初の日本渡来の11寺期を知るこ とは 罪味深い． “大陸沿岸系種”の大半が下総層群或

は更に古い地層から知られているのに比し，L.japonica, A. rubrolineatus, R. kurodaiの産

出が知られていないのは典味深い．ただ， 最下部更新世上総層群坂畑層からRhyssoplaxcfr. 
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kurodoiが，中新世瑞浪層群宿洞相から Liolophurasp． が少数ながら知られている．温暖な

時期には，或は南の stockから度々渡来してきていたものとも考えられる．

ところで， L.japonica, A. rubrolineatus, R. kurodaiがJ型分布種であるのに対し，I.

comptus., L. coreanicaはKJ型分布種である．現生分布型から考えると，前者が後者に比し，

より古い時期に南の stockを離れた可能性もある．更新世での出現とあわせて考えると，前者

は寒冷期に適応できず，逃避していたものであろう．“避寒地”が遠く列島を離れた南方にあ

った可能性もある．“大陸沿岸系種’'についても同様な推測がなりたつ．

沼層においても，ヒザラガイ群集の組成は浅海性二枚貝 ・巻貝のそれと異なる性格をもつ．

ヒザラガイの方が，より鋭敏に沿岸水の海況変化を反映するようにみえるのは興味深い．今後

ヒザラガイ化石の資料を集積して，その分布圏の消長の詳細が討論できる日を待ちたい．

4, 標本 の 記載

3産地で 0.6mmの飾で水飾し，大型サンゴ ・大型貝類を除いた残滓各3kg中から検出した．

155殻板中未査定種はなかった（第 1表）． 8種共安全に日本産現生種に同定し得る．以下に2,

3の種を記載する．他の種の簡略な記載は既報 （糸魚川ほか， 1976)にある．

1. Rhyssoplax kurodai (Is. TAKI et Iw. TAKI, 1929)クサズリガイ

(Plate 7, Figs. 9 a, b) 

Chiton kurodai Is. TAKI et Iw. TAKI 1929, p. 52-54, pl. 2, fig. 3. 

Chiton (Caetopleura) bocki BERGENHAYN 1933, p. 26-29, pl. 1, fig. 8, pl. 3, fig, 53, text-figs. 9, 

a-f. 

Rhyssoplax kurodai (Is. TAKI et Iw. TAKI); Is. TAKI 1938, p. 393-396, pl. 15, fig, 5, pl. 31, fig, 

11, pl. 32, figs. 1-7. 

゜
N

1

2

 

部位

hv 

iv 

殻長(mm) 殻幅（mm) 殻高(mm)

2.2 

1.8 

4.4 

5.2 

1.5 

2.1 

産地

岡沼

岡沼

頭板： 1標本．殻は薄く ，半円形．殻表は平滑で，前縁近くに2本の強い成長線がある．歯

は小さい．歯隙は 9個．

中間板： 殻板は幅が大きく， 長方形．側域は隆起し肋域と区分される．殻表に弱い成長線を

もつ．肋域には11本の縦肋がある ．彎入はゆるやか．前縁彎入部に11の鋸歯状突起をもつ．嘴

部は突出しない．歯隙は各側 1個．

Rhyssoplax tectijormisに極めて よく似るが，縦肋および弩入部の鋸歯状突起の数で区別さ

れる．

化石産地：館山市岡沼（完新世沼層）．新産出．現生種の分布は，朝鮮半島，九州ー北海道．

2. Liolophura japonica (LISCHKE, 1873) ヒザラガイ

(Plate 7, Figs. 1 a-7 c) 

Chiton japonicus LrsCHKE 1873, p. 22-23. 
Acanthopleura (?) incana HADDON 1886 (im parte), p. 25. 
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Liolophura japonica (L1sca1<E); P1LSBRY 1893, p. 242-244, pl. 53, figs. 41-44. 
Liolophura japonica (LtsCHI<E); Is. TAKI 1938, p. 398-404, pl. 15, fig. 3, pl. 32, figs. 15-16, pl. 

33, figs. 1-8, pl. 34, figs. 1-4. 

No. 部位 殻長(mm) 殻幅(mm) 殻高(mm) 産地

1 iv 5.3 8.8 3.4 岡沼

2 iv 6.4 11.3 4.0 岡沼

3 iv 6.2 9.1 3.7 香谷

4 iv 7.5 13.7 3.5 香谷

5 tv 2.7 5.3 1.1 岡沼

頭板：破損した標本2個（保存不良）．殻は厚い． 殻表は磨滅するが，側方に顆粒を残す．

歯は櫛歯状，8個の梱隙が観察される．

中間板 ：側域は隆起し肋域と区分される．殻表には全面に小顆粒があるが，背域および肋域

後縁部では磨滅して平滑となる．成長線は弱い肋状を呈する．嘴部は突出する．梱隙は各側1.

彎入はゆるやか．

第2殻板は五角形． 殻板前縁は彎入しない． 嘴部は他の中間板に比し，より大きく突出す

る．正中線に沿って稜をつくる．

尾板：偏平，全形は鈍角三角形．後域は隆起し後縁部で肋状となる． 尾殻頂は後緑上にあ

る． 殻表は中間板と同じく，成長線 ・小顆粒に覆われる．歯は著しく肥厚する．歯隙はない．

化石産地： 館山市香谷，岡沼 （完新世招層）． 新産出．現生分布域は7中縄一本州および函館．

日本近海産 Liolophura属現生種には， 他にフィリ ッピン一奄美諸島産2別種があるが，本種
とは明瞭に識別される．

3. Acanthochitona rubro!ineatus (LISCHKE, 1873) ビメケハダヒザラガイ

(Plate 7, Figs. 8 a, b, 12 a, b, 13 a, b, 14 a, b, 15 a, b) 

Chiton rubro-lineatus LrsCHKE 1873, p. 24. 

Acanthochites rubrolineatus (L1scHKE); P1LSBRY 1893, p. 18, pl. 2, fig. 50. 

Acanthochites rubrolineatus (L1sCHKE); THIELE 1909, p. 46, pl. 6, figs. 14-17. 

Acanthochiton rubrolineatus (L1SCHKE); Iw. TAKI 1932, p. 28-32, 42-45, pl. 2, figs. 1-3, 8, 9, 

text-figs. 1-3, 4-12, 29-32. 

Acanthochiton rubrolineatus (L1SCHKE); Is. TAKI 1938, p. 355-359, pl. 15, fig. 1, pl. 23, figs. 1-6, 

pl. 24, figs. 1-2, pl. 25, figs. 17-18, text-fig. 1. 

Acanthochiton rubrolineatus (L1sCHKE); ]AKOVLEVA 1952, p. 22, 33-35, 37, 38, 90, 91, pl. 7, fig. 3, 

text-figs. 3, 43. 

No. 部位 殻長(mm) 殻幅(mm) 殻高(mm) 産地

1 hv 2.5 3.6 1.7 布沼

2 iv 2.5 4.5 1.5 布沼

3 iv 1.8 3.3 1.0 布沼

4 tv 1.3 4.3 1.2 布沼

頭板 ：1標本．半円形．殻高は大． 殻表には偏平な円顆粒がある．後縁殻頂部には微細な顆
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粒がある． 連接板は大きく 三日月形，表面にしわもようを刻む．歯隙は8個．樅部は長く幅広

し ‘ •

中間板 ：殻板は 7角をもつ．背域は 3角形，弱い縦肋があり ，廂滅した部分には小孔が点在

する．肋側域は顆粒に覆われるが． 殻頂では磨滅する．殻頂付近の顆粒はより 細かく なる．連

接板は長く突出する．歯隙は各側 1個．

尾板：だ円賠尾殻頂は中央より やや後位後域と肋域は区分されない．背域には細い縦肋

がある ．背域を除く全面は顆粒に覆われる．連接板は亀甲形で，大きく突出する． 歯は肥厚す

る．

化石産地： 館山市布沼（完新世沼尼）．新産出． 現生分布域は九州ー北海道南部．
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Plate 7 

Liolophura japonica (L!SCHKE)ヒザラガイ 岡沼

Figs. la,b. hv x 6 

Figs. 2a,b. tv x 6 

Fig. 3. iv (2nd) x 4 

Fig. 4. iv X 4 

Figs. 5a,b,c. iv (2nd) x 3 

Figs. 6a,b,c, 7a,b,c. iv x 3 

Rhyssoplax kurodai (ls. TAKI and lw. TAKI)クサズリガイ 岡沼

Figs. 9a,b. iv x 8 

Ischnochiton (Ischnochiton) comptus (GOULD)ウスヒザラガイ 岡沼

Fig. 10. iv X 8 

Lepidozona coreanica (REEVE)ヤスリヒザラガイ 岡沼

Fig. 11. iv X 6 

Acanthochitona rubrolineatus (L!SCHKE)ヒメケハダヒザラガイ 布沼

Figs. 8a,b. hv x 6 

Figs. 12a,b, 13a,b, 14a,b. iv x 6 

Figs. 15a,b. tv x 6 
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